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編
集
後
記 

～

　

里
山
倶
楽
部
会
員
の
皆
さ
ん
、
温

か
い
お
も
て
な
し
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
山
で
活
動
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
表
情
は
イ
キ
イ
キ
と
し
、
姿

勢
も
よ
く
若
々
し
い
印
象
で
し
た
。

　

今
も
昔
も
人
は
山
と
共
存
し
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
取
材
日
が

天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
す
が
、
自
然
豊
か
な
内
馬
場
の
森

へ
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

内
馬
場
の

森
へ
出
か
け
よ
う

　

通
常
ル
ー
ト
に
戻
り
、
約

20
分
歩
く
と
突
然
視
界
が
広

が
り
第
二
広
場
に
到
着
で
す
。

日
生
中
央
駅
周
辺
や
白
金
の

住
宅
が
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
ま

す
。

　

途
中
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
体

に
つ
い
た
寄
生
虫
な
ど
を
泥

に
こ
す
り
つ
け
て
落
と
す
「
ヌ
タ

場
」
を
見
た
り
し
て
山
頂
に
着
い

た
の
は
10
時
54
分
。
標
高
３
８
４

ｍ
の
山
頂
一
帯
は
横
殴
り
の
吹
雪
。

平
地
と
の
天
候
の
違
い
に
驚
き
ま

し
た
。

　

11
時
過
ぎ
に
内
馬
場
方
面
へ
下

り
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
今
年

度
、
里
山
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
台
場
ク

ヌ
ギ
（
炭
の
原
料
や
薪
、
シ
イ
タ
ケ
の
ホ
ダ
木

と
し
て
昔
か
ら
伐
採
さ
れ
て
き
た
ク
ヌ
ギ
の
こ

と
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
午
過
ぎ
、

無
事
内
馬
場
の
集
落
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
り
、
な
に
か
と

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
近
場
で

お
友
だ
ち
や
家
族
と
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
派
員
報
告
は
「
内
馬

場
の
森
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

産
業
観
光
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
９
）

内
馬
場
の
森
っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
？

　

内
馬
場
の
森
は
、
内
馬
場
地
区
の

雨あ
ま
も
り
や
ま

森
山
に
あ
り
ま
す
。
里
山
と
し
て

整
備
さ
れ
、
平
成
15
年
の
一
般
開
放

以
降
、
町
内
外
の
多
く
の
人
が
訪

れ
、
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
桜
の
野
生
種
エ
ド
ヒ
ガ
ン
や

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
見
ご
ろ
で
す
が
、

新
緑
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
の
実
り

な
ど
、
四
季
折
々
の
変
化
が
楽
し
め

ま
す
。
ま
た
、
内
馬
場
の
森
で
は
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

「
猪
名
川
町
里
山
倶
楽
部
」
が
年
間

を
通
し
て
里
山
整
備
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

内
馬
場
の
森
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

日
生
中
央
駅
よ
り
登
山
口
ま

で
徒
歩
約
1
時
間
。
バ
ス
の
場

合
は
、
阪
急
バ
ス
停
「
美
山
台

３
丁
目
」下
車
、案
内
板
に
沿
っ

て
進
む
と
登
山
口
に
到
着
（
約

40
分
）。

※
詳
細
は
産
業
観
光
課
備
え
付

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

会員募集中！
◆申込・問合せ　森林ボランティア猪名川町里山倶楽部事務局　
　　　　　　　　（産業観光課内☎ 766・8709）

猪
名
川
町
里
山
倶
楽
部
と
は
？

　
「
里
山
を
守
り
、
育
て
、
活
か
し
、
楽
し
み
、

ひ
ろ
げ
る
」
活
動
を
し
て
い
る
の
が
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
猪
名
川
町
里
山
倶
楽
部
で
す
。

　

会
員
は
現
在
47
人
で
、
月
４
回
の
活
動
日
に

は
、
不
用
樹
木
や
枯
木
の
伐
採
、
枝
打
ち
、
下

草
刈
り
、
植
林
な
ど
山
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
１
月
に
は
、
設
計
か
ら
、
製
作
、

設
置
ま
で
全
て
里
山
倶
楽
部
会
員
で
行
っ
た
内

馬
場
の
森
の
遊
歩
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
歩
道
の
名
称
を
里
山
倶
楽
部
会
員
か

ら
募
集
し
、「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
小こ

み
ち路
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

山本 のゆり 田野 香織
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内馬場の森

新圓山トンネル

円山大橋

日生中央駅

美山台

深山池公園

丸山台幼稚園 能
勢
街
道

知明湖

車
両一方

通
行
道
路

一庫ダム

伏見池公園

阪急バス停
「美山台3丁目」

案内板＝

至川西市

至紫合
北陵公民館

登
山
口

「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
」
っ
て
何
？　

　

エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
兵
庫
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
桜
で
す
。
内
馬
場
の
森
や
そ
の

周
辺
は
こ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
群
生
地
で
す
が
、

平
成
23
年
に
里
山
倶
楽
部
が
内
馬
場
の
森
に
エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
を
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
た
め

整
備
、
完
成
し
た

の
が
遊
歩
道
「
エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
小
路
」

で
す
。
こ
の
遊
歩

道
の
そ
ば
に
は
エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
大
木

も
残
っ
て
お
り
、

老
木
と
若
い
木
の

対
比
も
素
晴
ら
し

い
見
ど
こ
ろ
で
す
。

第二広場からの景色（日生
中央駅・白金方面を望む）

　

山
頂
を
め
ざ
す
な
ら
看
板
の
と
お
り
そ
の
ま

ま
右
に
進
む
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で
、

遊
歩
道
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
小
路
」
も
散
策
し
ま

し
ょ
う
。
左
に
進
む
と
、
遊
歩
道
を
歩
き
な
が

ら
エ
ド
ヒ
ガ
ン
や
知
明
湖
の
眺
め
が
楽
し
め
ま

す
。
こ
の
日
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
枝
の
先
端
に
わ
ず

か
に
つ
ぼ
み
が
見
え
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
３
月

末
か
ら
４
月
上
旬
が
開
花
の
ピ
ー
ク
で
す
。

遊歩道「エドヒガンの小路」

ヌタ場

特
派
員
の
雨
森
山
登
頂
記

　

３
月
某
日
、
小
雨
の
降
る
中
、
足
首
の
入
念

な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
９
時
50
分
、
私
た
ち

は
雨
森
山
登
山
口
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
は
里
山
倶
楽
部
の
高
地
会
長
、
福
田

副
会
長
。

　

登
り
始
め
て
す
ぐ
の
急
勾

配
に
ゼ
ェ
ゼ
ェ
と
息
が
あ
が

り
ま
す
。
山
歩
き
は
「
小
股

で
ゆ
っ
く
り
と
、
景
色
を
見

る
時
は
足
を
止
め
て
」
が
よ

い
そ
う
で
す
。
15
分
ほ
ど
で

第
一
広
場
に
到
着
。
こ
こ
に

お
手
洗
い
あ
り
。

第一広場▲エドヒガン
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約 700 点の雛飾り、桜の頃にお会いしましょう♪
◀▼ 3 月 11 日から、春の恒例
行事「静思館おひなまつり」の
準備がはじまりました。
　今年の静思館は、どんな風に
彩られるのか…遠方から楽しみ
に来られる観覧者も多いこのひ
なまつりは、4 月 2 ～ 6 日に
開催されます。※詳細は 7ペー

ジに掲載

▲ 2 月 26 日、差組自治会館で自治会員を対
象にした、消費生活出前講座が開催されまし
た。町消費生活相談員が町の消費生活相談窓
口に寄せられた事例や、高齢者の被害事例に
ついて、寸劇などで分かりやすく説明し、「お
かしい ?!」と思ったら、直ぐに窓口に相談
するよう呼びかけました。
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バララット市から
ローズマリーさん来町

◀姉妹都市のオースト
ラリア・バララット市
役所職員で子どもや子
育て関連の仕事をして
いるローズマリー・カ
ルヴェルトさんが、両市町の相互理解と友好
をより深める事業の一環として 2 月 24 日～

▶ 3 月 9 日、北田原のマス釣
り場で、マス釣り大会が開催さ
れました。
　総勢 26 人が参加し、優勝者が
全長 71㎝を釣りあげるなど、大きな
盛りあがりをみせました。

公民館フェスタで愉しいひととき

▲ 3 月 9 日、公民館で公民館フェスタが開催されま
した。マンドリンの演奏やコーラス、いなぼうの版画
などステージ・展示の部合わせて 21 グループが日頃
の成果を発表し、来場者たちを魅了しました。

猪名川小学校　出前コンサート 　3 月 6 日、イオンモール猪名川で、猪
名川小学校 6 年生 43 人による出前コン
サートが開催されました。小さい頃から
一緒に学んできた仲間との最後のコン
サートを見た保護者の中には、子ども達
の成長に涙があふれる人もいました。

◀▼ 3 月 12 日、中谷中学校 1 年生が、社会性を身に付け
るための授業の一環として「尼崎市公設地方卸売市場の人
に魚のさばき方・扱い方・調理方法を教えてもらおう！」
を実施しました。8 人の魚のプロたちにサバを 2 枚におろ
すための細かな技などを教えていただき、おろしたサバを
煮付けにするなどの貴重な体験に、真剣なまなざしで取り
組んでいました。

サバのさばき方、体験しました！

マス釣り大会 大盛況！

「おかしいな ?!」と思ったら

3 月 7 日まで町内で研修されました。２月 26
日に開催された子育て支援センターの「でま

え講座」に参加し、本町の子ども・子育てに関するサービス内容やバララット市と
の違いを学ぶとともに、町民の皆さんと交流を深めました。


